
大
正
四
年
六
周
二
」
工
悶
第
三
種
卸
値
物
園
d

A
場
周
一
回
一
同
陪
仔
》
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論

叢

「
大
串
し
に
見
は
れ
た
る
経
済
思
想

横
漬
及
び
榊
戸
の
山
地
事
情

同
際
帥
品
川
業
の
課
税

統
計
に
よ
る
岡
県
附
係
の
研
究

理
性
ミ
叫
ん
民時

~ 
B問

労
働
組
合
ご
月
給
取
階
級

調

苑

F

、f
λ

い
柏
村
山
川
に
足
何
百
没
受

d

相
也

h

山

m
f
γ
、
刊
ア
J
a
F
i
ι
I
E
E
U
ん
予
4
a
j
t
l
F
h

ス

L
ス
心
附
民
地
尺
勺
丙
に
は
札
止
一
点
川
も

冷
に
つ
当

A
y
-
-
1
f

雄

銀

日 メL
J::: 

j衆
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働
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噂

論

労
働
組
合
三
月
給
取
階
級

河

回

前司

耳E

勢
働
組
合
は
謝
ふ
迄
も
な
〈
鋒
働
者

ω組
合
で
あ
る
。
政
府
的
勢
働
組
合
法
楽
に
よ
る
も
、
『
同
一
又
は
類
似
の

一
位
又
は
産
業

ω叫
労
働
者
は
本
法
に
よ
b
労
働
組
合
一
を
設
立
す
る
こ
ピ
を
得
L

芭
あ
る
o

き
う
[
て
該
法
案
に
は

ト
組
合
の
役
員
に
選
任
せ
ら
れ
た
る
者
一
口
同
一
又
は
類
似
の
峨
業
又
は
産
業
の
拙
労
働
者

h
r
L
b
の
己
組
合
の
決

議
に
よ
h
加
入
を
許
苫
れ
た
る
も
の
は
、
庭
術
者

χ
は
其
刺
盆
を
代
表
す
る
も
の
に
あ
ら
F
る
限

'91同
一
一
久
は

類
似
の
職
業
又
は
産
業
の
叫
労
働
本
仁
あ
ら

F
る
者
ピ
雌
も
労
働
組
合
の
組
合
員
正
な
る
こ

F
V」
得
る
も
の
ご

L
て

居
る
。こ

れ
仁
依
て
見
れ
ば
、
勢
働
組
合
は
同
一
一
又
は
類
似
の
職
業
叉
は
産
業
に
従
事
す
る
労
働
者
の
聞
に
諮
ら
る
、

肱』

論

掛
働
組
合
と
月
給
取
階
級

第
二
十
ニ
佳

(
品
二
一
統
一

O
E
)
，
四
入

E



時

E詣

接
働
組
合
と
月
給
岨
階
組

第
二
十
二
審

(
第
三
挽
一

O
六
)

四
八
六

を
以
て
原
則
正
す
る
咽
』
正
、
、
同
一
叉
は
頻
似
の
峨
業
又
は
産
業

ω努
働
者
で
な
(
て
も
例
外
的
に
は
組
令
員
ご

な
ム
リ
川
崎
る
者
ゐ
る
こ
己
、
、
一
胎
十4

又
以
北
(
利
八
位
を
代
表
す
る
者
は
組
合
員
己
な
h
得
F
る
も

ωな
る
ζ

正
、
は
、

明
か
に
せ
ら
れ
て
居
る
次
第
で
ゐ
る
。
所
が
た
ご
へ
同
一
又
は
類
似
的
峨
業
又
は
産
業
に
従
事
し
て
居
る
者
ぜ
い

お
L
て
如
何
な
る
闘
係
に
あ
る
も
の
を
龍
ふ
か
に
去
っ
て
は

へ
け
と
も
、
北
(
的
場
合
仁
所
説
峠
労
働
者
な
る
も
の
は
、
如
何
な
る
地
位
に
あ
り
如
何
な
る
峨
主
を
有
し
、
雇
傭
者
に

法
案
文
而
に
は
何
等
の
限
定
が
な
い
。
従
て
こ
れ

は
解
粋
論

t
L
て
泊
常
に
其
の
範
脳
ef
見
定
め
て
、
法
案
が
法
律
ご
な
っ
た
際
に
然
る
ぺ
(
北
(
の
趨

mを
匁
す
外

+Amre
、
o

t
ー
し

古
れ
ば
愈
I
労
働
組
合
訟
の
質
地
池
畑
を
匁
す
必
要
的
生
じ
た
る
時
期
に
於
一
は
、
所
調
融
労
働
者
の
範
凶
ピ
質

質
ピ
に
闘

L
て
は
柿
々
疑
問
ご
な
る
貼
の
求
は
れ
来
る
べ
き
を
却
は
な
〈

τは
な

ι泊
。
判
払
は
今
そ
れ
等
の
疑
義

を
輪
開
怨
し

τ其
ω
一
々
の
場
合
仁
う
レ
て
講
究
せ
ん
ご
欲
す
る
者
で
は
な
い
が
、

叉
法
作
論
的
な
詮
索

er骨
岬
さ
ん

ぜ
欲
す
る
者
で
も
な
レ
が
、
滋
仁
川
労
働
運
動
正
之
に
闘
す
る
政
策
上
の
廃
い
見
地
炉
ら
鬼
工
、
所
訪
月
給
取
階
級

な
る
ち
の
仁
嵐
す
る
人
々
ご
勢
働
組
合
ご
り
閥
係
、
洋
↓
附
言
す
れ
ば
、
所
前
月
給
取
階
統
な
る
者
も
、

一
般
的
に
か

叉
は
或
限
ら
れ
た
る
印
刻
の
者
の
み
が
、

ご
も
か
(
も
労
働
者
£
い
ふ
字
義
に
億
俄
ま
h
J
B

従
て
月
給
取
階
級
の

人
々
も
、

同
一
一
え
は
類
似
の
職
業
叉
は
産
業
に
従
事
す
る
者
は
、
勢
働
組
合
を
設
立
す
る
を
得
る
や
存
ゃ
を
致
へ

て
置
〈
こ
ご
は
、
決
し
て
徒
爾
の
業
で
な
い
己
信
宇
る
。



一一

現
今
普
通
に
勢
働
者

E
V
ふ
場
合
に
は
、
庚
狭
二
義
ゐ
ー
り
ご
せ
ら
れ
る
が
例
で
め
る
。
狭
義
に
拙
労
働
者
ご
い
へ

ば
所
謝
肉
健
労
働
者
の
み
を
意
味

L
、
府
四
義
に
於
て
は
怖
も
労
働
者
ご
い
は
れ
る
も
の
総
慨
を
怠
味
す
る
は
言
を

倹
た
な
い
o

岡
よ
b
此
の
凶
別
は
、
己
に
叫
労
働
者
な
る
も
の
会
憾
の
意
義
己
範
囲
ご
が
卜
分
明
確
な
ら

5
る
が
如

〈
、
十
分
肢
は
川
に
は
立

τ雄
い
凶
川
刊
で
ゐ
っ
て
、

た
uγ

品
川
越
の
硝
I
明
時
hu
場
合
に
闘
す
る
便
宜
的

q
凶
別
た
る

に
外
な
ら
ぬ
o

併
し
ど
も
が
(
守

}ω
普
通
の
同
別
に
従
へ
ば
所
制
智
的
労
働
者
ピ
が
精
神
労
働
者
ご
が
い
は
れ
る

部制制

ω
人
々
は
、
狭
い
怠
味
に
て
は
労
働
者

ω純
国
内
に
戚
せ
ゲ
る
も
山
吉
せ
ら
れ
、

そ
れ
自
憾
で
一
の
階
級
を

形
治
る
か
浩
ら
得
5
る
が
き
へ
も
疑
問
芭
せ
ら
れ
る
こ
ご
、
な
る
o

そ
こ
で
今
普
通
に
券
働
組
合
な
る
も
の
が
致
へ
ら
れ
る
場
合
に
於
一
1
、
そ
れ
は
、
府
議
に
於
げ
る
叫
労
働
者
の
組

合
で
ゐ
る
か
、
そ
れ
ご
も
狭
義
に
於
け
る
労
働
者
の
組
合
で
あ
る
か
い
三
間
畑
正
な
ら
苫
る
を
得
な
い
o

所
が
之

に
就
い

τは
何
等
理
論
上
定
主
っ
た
結
論
が
典
へ
ら
れ

τ日
出
る
わ
り
で
は
な
(
、

た
い
貨
際
の
事
情
詳
言
す
れ
ば

勢
働
運
動
一
般
の
立
場
己
使
命
記
、
特
に
は
判
的
労
働
者
た
る
郎
類
の
人
々
の
利
容
ど
が
、
之
に
闘
す
る
決
定
を

必
要
正

L
、
叉
功
一
質
上
そ
の
決
定
を
山
県
へ
る
こ
ご
、
な
る
外
は
な
い

ω
で
あ
る
o

之
を
沿
革
的
に
見
れ
ば
、
労
働
組
合
運
動
の
最
も
早
〈
行
は
れ
、
又
そ
の
肢
も
よ
〈
登
山
迷

L
h
i
英
闘
の
如
き
で

保守

百曲

捗
働
制
告
と
月
給
取
附
赦

品
部
=
十
二
巷

(
部
一
一
規

一c
t
)

四
へ
七



時

諭

捗
働
組
合
と
月
給
岨
階
殺

第
二
十
二
を

(
第
二
抗
一

O
A
)

回

λ
λ

も
、
叉
こ
れ
に
次

τ
勢
仰
組
合
運
動
の
峰
な
獅
泡
や
北
米
合
衆
岡
山
知
き
で
も
・
首
初
は
拙
労
働
組
合
は

1
l所
謂

横
断
的
勢
働
組
合
は
|
|
殆

Y
一
全
〈
肉
倒
的
券
働
者
り
聞
に
地
ら
れ
、
北
日
泌
に
周
給
取
ご
い
は
れ
る
智
的
労
働
者

の
聞
に
は
、
持
働
組
合
迦
勤
を
見
る

L
ご
が
出
来
な
か
っ
た
。
然
る
に
近
附
勢
働
組
合
運
動

ω盆
々
雄
仁
行
は
れ

る
に

E4Jτ
か
ら
は
、
特
に
は
大
畑
労
働
組
合
土

J
4

義
的
な
傾
向
が
表
は
れ
る
に
至
っ
て
か
ら
は
、
事
情
は
迫
々
に
槌

化

Lτ
、
智
的
勢
働
者
の
聞
に
も
、
労
働
組
合
辿
劫
を
見
る
に
至
っ
た
。
郎
丸
英
図

ω如
、
ョ
に
あ
っ
て
は
、
彼
の

ド
ッ
ク
・
ス
ト
ヨ
イ
キ
(
一
八
八
九
年
)
以
後
一
助
札
一
町
船
が
忘
却
喝
の
幼
時
正
蕗
延
E
e
V
」
見
る
に
至
・
9
て
以
後
、
夏
に
は

叉
ギ
ル
ド
副
品
目
主
義
者

ω主
践
が
顧
み
ら
れ
る
に
至
。
d

以
後
は
、
発
倒
組
介
運
動
以
、
一
面
に
は
従
来
そ
の
蓮
勤

よ
ち
除
外
き
れ
た
る
不
熱
線
な
る
下
絞
拙
労
働
者
や
女
子
労
働
者
の
聞
に
も
蒋
及
す
る
こ
ど
、
な
っ
た

ε岡
崎
に
、

他
珂
に
は
智
的
労
働
者

ω
問
に
も
返
々
に
浸
漸
し

τ、
そ

ω
方
面
に
か
な
り
盛
に
行
は
れ
る
を
見
る
仁
王
っ
た
。

特
に
此
の
両
方
面
の
勢
は
世
芥
大
戦
後
断
る
著
明
正
な
っ
て
来
た
。

之
を
英
岡
山
り
質
例
に
照
せ
ば
、
新
党
に
辿
っ
た
相
官
的
労
働
者
の
間

ω叫
労
働
組
合
運
動
は
、
鋪
道
H
A
郵
州
四
局
に
於

け
る
防
督
的
地
位
に
在
る
人
々
の
問
、

tz他
商
工
業
の
ク
一
7
1
ク
ご
呼
ば
れ
る
人
々
の
閥
、
地
T

校
教
師
山
間
等
に

於
工
見
る
こ
ど
が
出
来
る
。
勿
論
比
等

ω組
合
山
中
に
は
た

v
友
愛
的
な
共
隣
組
合
(
町
片
山
虫
色
可

Mon目
。
々
)
た
る

ト
ー
過
ぎ
な
い
も
の
も
ゐ
る
が
、
立
振
に
労
働
組
合
的
性
質
を
術
へ
た
も
の
が
少
な
〈
な
い
1
0

却
も
叶
}
M
O
Z
色
自
己

C
E
Oロ
O同
パ
『

E
n
r
m
E
や
司
H
a
r
o
d口一

8
0門
司
。
民

O
B
n
o
Aぞ
く
日
一
自
白
や
、
百
日
間
弘
一

g
h
q
Q日
宮
古
〉
目
。
己
主
Oロ
な
い
と



猫
地
に
在
っ
て
も
事
情
は
略
ば
同
一
で
あ
っ
て
、
草
命
後
は
月
給
取
階
級
運
動
M
F
A
一
品
に
胤
官
民
L
、
叫
労
働
組
合
運

の
如
、
喝
さ
は
、
明
か
に
後
者
に
崩
し
、
右
三
者
の
中
後
の
ニ
者
は
叶
自
己
B
C
E自
の
言
明

E
切
に
も
加
盟
し
て
居
る
。

勤
に
加
入
す
る
に
至
っ
た
。

さ
フ
し
て
月
給
取
努
働
組
合
内
聯
盟
的
大
凶
粘

t
L
τ
有
名
な
も
内

rけ
で
も
、
先

づ
り
ho
〉
号
。
~zqEorvuoE「
二
月
一
号
〉

Z
a
E
-官
号
q
『
向
足
。
め
ム
リ
、
之
は
一
九
一
一
一
年
に
創
立
百
れ
、
組
合
員
約

七
十
五
詩
人
を
有
し
て
居
る
。
故
に
は

の
B
E
M
7、
q
E戸
ι
ι
2官
。

Hvq
〉
口
問
虫
注
目
日
間
0
4
0吋
E
n
E沖
E

ぜ
い
ふ
の

が
あ
ム
リ
、
之
も
一
九
一
一
一
年

ω創
設
に
か
、
。
組
合
員
約
五
十
詩
人
で
の
る
。
又
の
0
5再
開
『
釦

H
H
U
F
E
ι
ι
q
〉ロ自

m
B
E
r
g
も
布
カ
な
川
柳
合
印
で
あ
一
つ

τ、
や
は
h
同
年
設
立
せ
ら
れ
、
組
合
員
約
三
十
五
高
人
で
あ
る
o

仙
仰
山
岡
両
に
在
っ
ー
も
・
崎
労
働
運
動

ω
常
初
は
智
識
階
級
の
人
々
は
や
は
b
筋
肉
労
働
者
の
迩
助
に
は
巡
り
て
泣

ぎ
が
っ
て
唐
た
の
だ
が
、

返
山
川
に
至
つ
て
は
近
々
に
比
(
の
接
返
を
見
、

傍
働
組
合
運
動
者
は
何
時
の
間
に
か
月
給

取
階
絞
り
人
々
を
子
に
入
れ
て

L
ま
っ
た
。

さ
う
じ
て
仰
蘭
耐
の
妙
働
組
合
運
勤
は
人
の
よ
〈
知
る
が
如
〈
、
草

命
的
な
7
ン
ヂ
カ

y
f
ム
流
り
も
の
で
ゐ
っ
て
・

C
・G
-
T
・
が
其

ω崩
挑
を
担
う
て
居
る
こ
ど
は
、
必
も
設
立
を

要
ず
る
所
で
あ
る
o

試
に
そ

ω民
扶
に
つ
い
で
見
れ
ば
、
皐
校
数
長
、
郵
ぽ
一
也
倍
程
前

ω
役
員
、
欣
枕
点
、
枕
附
引
い

人
等

ω人
々
が
従
来
か
ら
諮
っ

τ居
た
相
瓦
共
情
的
な
組
合
を
革
命
的
な
す
ン
ヂ
カ
巾
ノ
ズ
ム
組
合
に
改
造
せ
ん
さ

す
る
に
歪
つ
わ
ん
ゆ
で
あ
っ
て
、
昔
過
労
働
者
側
に
於
て
は
此
等
の
官
会
史
に
謝

ιて
握
手
を
求
め
、
共
同
し
て
共
同

の
惜
喝
を
活
み
行
か
ん
ど
糊
め
た
の
で
め
る
o

此
的
経
化
は
仰
協
商
労
働
組
合
運
動
に
取
っ
て
は
拘
に
意
義
深
き
事

~l' 

論

捗
働
組
告
と
月
給
取
階
級

銘
ニ
十
一
一
巷

〈
銘
=
一
説
一

O
九
)

四
λ
九



JI~-

ユ，'~
前園

捗
働
組
合
と
月
給
砥
階
融

弟
二
十
こ
を

(
第
三
統
一
一

O
)

凶

1
0

W
H
で
あ
っ
て
、
特
筆
に
鈍
す
る
も

ω
で
の
っ
た
o

就
中
山
学
校
数
員
の
組
合
が

C
・G
-
T
・
仁
-
加
盟
す
る
に
至
っ
た

こ
ご
は
、
之
を
枇
曾
一
般
よ
ら
見

τ最
も
注
意
を
要
す
る
副
賞
た
る
を
失
は
す
，
枇
合
の
人
々
は
之
に
制
到
し
工
驚

き
且
恐
れ
い

5
る
を
得
な
か
っ
た
。
立

(ω
結
M
京
総
に
文
政
詰
局
は
之
を
紘
前
駆
す
る
に
宝
引
た
や
う
な
次
第
で
ゐ
る
。

何
て
向
は
月
給
取
階
級
己
却
は
れ
る
部
類
に
一
脱
す
る
人
々
に
就
い
て
孜
ふ
る
に
、
職
務
に
於
り
る
地
位
か
ら
之

を
見
-1
月
給
取
と
し
て
放
は
れ
普
通
の
労
働
者
ピ
一
胤
別
せ
ら
れ
る
も

ω
ピ
、
誌
の
職
務

ω性
質
か
ら
之
を
見
て
普

過
労
働
者
Z
悩
別
せ
ら
れ
る
も

ωピ
ω隔
方
が
ゐ
る
。
印
百
九
前
者
は
曾
て
は
普
通
の
肉
他
的
労
働
h
T
し
て
居
た
人

で
め
る
け
れ
ど
も
、
従
て
日
給
制
に
よ
h
北
一
的
賃
金
一
色
支
給
せ
ら
れ
、
普
通
券
働
者
ご
し
て
働
い
て
底
h
又
共

ω

取
放
を
受
り
た
も

ωで
あ
る
け
れ
ど
も
、
段
々
に
地
位
を
上
ぽ
h
.
今
は
阿
じ
(
筋
肉
的
な
労
働
を
す
る
乍
ら

色
、
上
級
労
働
者
-
己
し
℃
収
川
慨
は
れ
、
所
前
月
給
取
た
る
地
位
に
上
っ
た
も
の
や
、
叉
そ
の
地
位

ω上
ば
る
に
つ

れ

τ職
務

ω性
質
も
少
し
〈
越
を
異
に
す
る
や
う
に
な

h
、
普
通
の
肉
胞
労
働
に
比

L
今
は
柿
』
相
官
的
接
似
た
る

製
薬
の
加
味
さ
れ
た
峨
務
に
携
は
っ
て
居
る
や
う
な
部
類
ゆ
人
々
を
意
味
す
る
。
然
る
仁
科
偶
者
は
、
其
の
仕
事
が

北
日
泌
の
肉
慨
祉
党
側
に
比
す
れ
ば
大
分
越
の
襲
っ
た
、
従

τ智
的
肘
労
働
正

L
t
の
面
白
の
十
分
に
備
は
っ
た
仕
事
に

従
事
す
る
人
デ
乞
意
味
L
、
そ
の
人
々
の
多
〈
は
潟
初
か
ら
か
、
る
智
的
強
働
者
ピ

L
て
出
畿
L
、
所
前
月
給
取



此

ω同
者
は
例
れ
も
月
給
取
階
級
に
一
局
す
る
も
の
で
あ
る
こ
正
は
疑
ひ
な
け
れ
ど
も
、
右
の
如
〈
や
、
共
の
色

ど
し
て
初
め
か
ら
尖
の
部
類
に
頭
を
突
込
む
江
人
々
た
る
を
例
と
す
る
場
合
で
あ
る
。

彩
を
異
に
す
る
所
か
ら
・
其
聞
に
組
成
苫
れ
る
勢
仙
組
合
も
亦
多
少
其
而
日
を
具
に
す
る
o

郎
も
肉
酬
制
的
労
似
た

る
性
質
t
智
的
労
働
た
る
佐
賀
子
ぜ
粂
ね
有
し
、
之
に
従
事
す
る
人
々
は
皆
川
川
崎
労
働
者
よ
り
上
っ
て
其
地
位
に
つ

レ
た
人
々
で
あ
る
都
知
に
於
り
る
労
働
組
合
は
、

そ

ω性
質
甚
に
普
辿
の
狭
義
の
抽
労
働
組
合
に
近
似
し
て
居
る
。

労
働
者
た
る
人
々
の
一
雄
品
川
者
に
謝
す
る
地
位
関
係
等
も
韮
ど
近
似
(
τ

居
る
。
然
る
仁
茸
(
の
職
務
め
性
質
が
朋
か

に
智
的
勢
川
酬
に
泌
す
る
側

ω
人
々
仁
歪
つ

τ以、
叫
地
備
者
に
川
割
占
る
そ
の
地
位
闘
係
等
も
普
辿
の
肉
健
努
働
者
ご

ゃ
、
異
な
・
9
、
従
て
其
聞
に
組
成
主
れ
る
勢
働
組
合
も
普
泌
の
崎
労
働
組
合
ご
は
多
少
そ
の
色
調
の
同
じ
か
ら
Y
る

も
の
ゐ
る
を
見
る
の
で
め
る
。

併
し
-
切
れ
は
た
い
・
多
少

ω両
別
記
h
相
漣
た
る
に
過
ぎ
な
レ
で
、

そ
の
相
違
が
、
雨
者
中

ω
一
方
を
ば
鋒
働
組

会
た
ら

L
む
る
に
拘
ら
す
・
他
方
を
ば
帥
労
働
組
合
た
ら
し
め
宇
他
の
性
質
任
務
を
布
す
る
組
令
わ
い
ら
し
む
る
仁
足

る
も
の
で
は
な
い
。

品
川
は
右

ω如
き
区
別
以
外
に
於
て
も
、
月
給
取
階
p

滅
的
問
に
は
、
共
の
峨
牟
や
業
務
の
性
質
ト

L

悩
別
内
総
め
ら

る
べ
き
も
の
が
ゐ
つ

τ、
月
給
取
階
級
ご
い
は
れ
る
部
類
は
、

之
を
昔
吋
辿
仁
狭
〈
勢
働
者
階
級
ど
い
は
れ
る
も
の

仁
比
較
す
れ
ば
‘
異
質
性
に
富
h
u
を
認
め
な
り
れ
ば
な
ら
な
い
。
由
来
無
出
院
議
階
級
に
闘
し
で
は
そ
の
大
い
な
る

時

諭

捗
働
組
合
と
月
給
取
階
級

停
二
十
二
巷

(
第
三
銃
一
一
一
)

四
1L 
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前

労
働
組
合
と
月
給
幅
階
級

弟
二
十
二
審

(
第
三
批
一
一
一
一
)

l1lI 
九

F
O
B
O四
宮
町
一
。
、
一
か
認
め
ら
れ
、
特
に
向
憾
一
労
働
者
に
於

τ
宮
E
U凶
E
a々

の
大
な
る
を
制
は
れ
る
に
反
し
て
、
崎
宮

働
者
巾
で
も
上
級
仁
位
L
.
月
給
取
階
級
な
ど
ピ
い
は
れ
る
ち

ω
に
宝
つ

τは
、
起
が
に

]MmHゆ
『

O叫。ロ
mocω
作
ゆ
る

維
の
り
、
特
に
中
等
地
以
ピ
い
は
れ
る
川
場
合
に
は
そ
り
]
占
旦
2
0判。

E々
も
大
な

h
ピ
ぜ
ら
れ
る
次
第
で
ゐ
る
。

百
れ
は
共
闘
凶
日
航
ド
つ
い
工
見
る
も
、

月
給
山
肌
山
円
以
均
阿
仁
計
り
る
間
合
に
は

'

j

j

l

;

(

l

d

j

'

l

 

'
E
q
)
L
J
1
T
リ山
u
b
1
9

豊山制
U
v
d
f副
知
、
ヵ
ョ

H
U
E
t

る
O

仰
も
共
一
什
日
成
〈
H

公
点
ど
い
は
れ
る
人
々
(
円
三
一
百
戸
口
宮
)
の
逃
れ
る
組
合
で
ゐ
っ
て
、
北
(
例
ご
[
て
は
、

郵
川
山
口
川
端
務
員
山
組
合
、
滋
員
組
合
の
如
き
，
}
れ
で
あ
る
。
北
(
ニ
は
成
業
に
於
け
る
従
事
員
で
ゐ
っ
て
然
か
も
普

過
の
賃
金
を
受
〈
る
に
ゐ
ら
守
、
月
給
を
支
給
せ
ら
れ
、
共
職
務
は
去
己
[
て
祉
労
働
上
の
指
抑
H
A
般
傍
に
在
る
者

の
造
れ
い
る
組
合
例
へ
ば
叶
r
o
Z
μ
E
S
P
-
旬
。
耳
目
2
・M
〉
Boorwpoロ
に
正
か
叶
F
O
H同
E
Z
h
w可

Q
m
Z乱
〉

由
R
E
E
S

共
他
之
に
判
別
す
る
も
り
こ
れ
で
あ
っ
て
、
此
川
州

ω組
合
は
屯
出
現
・
屯
動
力
・
化
平
等
に
闘
す
る
捗
鋤

ω政
省
者
た
る

も
の
、
問
に
も
設
立
百
れ
て
肘
る
。
立
(
三
は
商
業
及
金
融
菜
に
携
は
れ
る
月
給
取
の
組
合
で
あ
っ
て
、
明
町
内
回
目
片

。ョ
noえ
の
a
E
W
J門
『
刊
の
-
L
{
与
え

F
E
-
-
μ
9
O
B
E
-
-
旬、叶
F
O
H
m
w司

Q
R
E
F辻
o
E民
。
=
の
如
き
は
其
例
E
鬼
な

り
れ
ば
な
ら
の
。

然
る
に
此
等
ゆ
組
合
は
前
に
池
ぺ
た
や
う
に
、
北
(
間
多
少
立
場
や
任
務
の
異
な
れ
る
も
の
め
b

Z
は
い
へ
、

)c 

本
市
が
同
一
慌
に
月
給
取
階
級

t
呼
び
待
ら
る
べ
き
郎
知
聞
に
一
胤

t
る
も
の
な
れ
ば
、

一
九
ニ

O
年
に
於
て
品
等
を
総

括
す
る
聯
合
組
合
の
設
立
を
見
る
に
至
っ
た
。

叶『
H
m
w

Zω
巳

O
E
-
司

ηι
。円
hwzoロ

。
門
司
円
。
伊
ω
切目。ロ
m
w

一
叶

2
r巳
n
t



〉内同日一口問

ω
E白
話
皇
内
山
師
石
町
三
百
守
言
。
呆
耳
切
こ
れ
で
ゐ
る
。
然
か
も
叉
此
樋
の
組
合
は
共
の
性
質
ご
任
務
ご
の

大
本
に
於

τは
普
泌
の
肉
健
労
働
者
の
作
れ
る
叫
労
働
組
合
や
禁
物
合
品
目
E
回
調
柿
の
も
の
に
あ
ら
F
る
こ
ご
飯
越
の

一
町
(
止
も
工
、

4
4
;
i
l
 
此
の
大
聯
合
曾
は
普
通
労
働
者
の
組
合

ω大
聯
絡
機
関
た
る
壮
労
働
組
合
協
議
合
叶
昌
宏
m

【注目。=

円
O
口
問
自
由
に
加
入
し
、
叶
目
白
2
d昆
。
口
内
O
口同同日
ω
に
於
て
は
一
九
二

O
年
H
A

一
九
一
一
一
年

ω制
度
改
革
山
一
結
川
市
、

此
の
組
の
非
筋
肉
勢
働
者
の
組
合
の
縛
に
は
一
の
別
例
な
部
局
が
設
り
ら
れ
る
こ
正
、
な
っ
た
。

四

次
に
叉
羽
今
持
活
に
勢
働
者
ざ
い
は
れ
る
者
の
巾
に
は
、

雇
傭
労
働
者
ご
珊
州
立
妙
働
者
ピ
的
阻
別
が
孜
へ
ら
れ

ね
ば
な
ら
曲
が
、
此
の
耐
者
中
現
今
工
業
や
交
通
業
や
鎖
業
な
H

と
に
在
っ

τは
、
雇
仙
労
働
者
の
放
は
胴
脚
立
岨
労
働

者
よ
b
も
多
(
・
又
産
業

ω政
官
遂
の
清
々
行
は
れ
る
に
つ
れ

τ、
A

並
々
英
政
は
増
加
す
る
賀
状
を
呈
し
て
居
る
。

従
て
勢
働
問
題
や
労
働
運
動
に
於
り
る
意
義
に
就
い
1

て
も
、
現
今
一
雄
仙
労
働
者

ω占
h
u
る
地
位
は
濁
立
叫
労
働
者
ド

比
L
て
透
か
に
重
要
な
る
は
言
を
候
た
曲
。

所
で
今
労
働
組
令
運
動
の
行
は
れ
る
に
就
い
て
昆
れ
ば
、

工
業
士
交
通
業
や
鎖
業
な
Y
」
山
方
面
に
在
つ
て
は
、

そ
れ
は
殆

A
E金
f
雇
傭
勢
働
者
に
闘
し
て
の
こ
己
、
見
て
差
支
な
い
の
で
あ
る
G

印
も
今
日
普
通
に
解
せ
ら
れ

る
所
で
は
、
勢
働
組
合
Z
い
へ
ば
労
働
者
が
帥
労
働
僻
件
の
維
持
者
〈
は
改
善
の
潟
に
共
目
的
で
以
t
設
立
す
る
岨

(
第
三
銭

剥佐

部
二
十
二
審

) 

四
九
三

百直

勢
働
組
合
と
月
給
取
柑
組
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論

捗
働
制
舟

&
H拾
誕
雌
組

第
二
十
二
番

(

F

三
抗
一
一
四
)

四
九
四

視
で
あ

h
、
そ
の
勢
働
依
何
の
維
持
改
善
正
い
ふ
こ
ご
は
、
大
抵
の
場
合
に
於
て
一
厳
術
者
に
劃
し
て
之
を
錯
す
も

の
で
ゐ

h
、
従
1
此
意
味
に
於
て
労
働
組
命
ご
い
へ
は
雇
術
者
に
針
立
昔
る
組
合
を
意
味
す
る
こ
己
に
な
る
か

ι

で
ゐ
る
。
横
断
組
合
己
紹
ぜ
ら

μ
る
も
、
之
に
阿

τ然
る
も

ωた
る
こ
と
は
曾
て
も
論
じ
た
い
辿
b
で
あ
る
。

若

L
労
働
組
合
な
る
も

ω
が、

たい
V

間
半
に
組
合
員

ω
共
・
併
修
養
等

ω
こ
と
に
け
を
潟
す
目
的

ω
み
を
以
て
も
成

立
し
得
る
も
り
な
ら
ば
、

そ
の
組
合
員
た
る
者
は
、
締
h
一
般
品
川
労
働
者
に
限
ら
す
、
狗
立
に
自
己
の
業
務
正
し
て

仕
事
を
経
倍
す
る
叫
労
働
者
も
之
に
加
入
L
た
り
又
之
を
設
立

L
た
ー
り
す
る
を
得
べ
き
の
み
な
ら
す
、
勢
働
者
に
あ

ら
43
る
者
正
い
へ
U
い
も
之
に
加
入

L
て
差
支
な
〈
、
企
業
家
や
そ

ω利
一
径
を
代
表
よ
る
者
た
り
正
も
之
に
加
入
し

て
差
支
な
い
筈
で
ゐ
品
。
現
仁
従
来
我
闘
に
b
布
在
[
て
活
る
協
調
組
合
ご
か
縦
断
組
合
ご
か
い
は
れ
る
労
働
者

組
合
は
.
そ
が
元
来
変
変
的
な
共
済
組
合
た
る
性
質
を
去
淵
ピ
せ
る
も
山
で
ゐ
る
た
め
に
、
企
業
家
や
そ
の
利
盆

の
代
表
者
も
之
に
加
入
し
て
居
る
有
徒
で
あ
る
。

然
る
仁
現
今
普
通
に
い
ふ
労
働
組
合
は
前
に
述
べ
た
や
う
に
労
働
僚
件

ω
維
持
活
(
は
改
善
を
闘
る
を
以

τ五一

た
る
目
的
正
処
す
べ
き
も
的
で
め
れ
リ
、
政
府
の
材
労
働
組
合
法
案
も
禁
制
を
切
か
に
[
て
属
品
川
悦
な
次
第
な
れ
ば
、

勢
働
組
合
ご
い
へ
ば
勢
働
者
に
ゐ
ら
5
れ
ば
之
を
組
成
し
得
、
T
Z
潟
す
を
原
則
ピ

L
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
ピ
、
な

る
o

然
か
も
わ
が
法
案
に
在
つ
て
は
同
一
組
合
に
崩
す
ゐ
組
合
員
は
同
一
叉
は
類
似
的
職
業
又
は
産
業
に
従
事
す

る
発
働
者
で
な
げ
れ
ば
な
ら
凶
ピ
迄
限
定
せ
ら
れ
て
居
る
や
う
な
究
第
で
あ
る
o



併
し
我
が
法
案
の
規
定

ω下
に
於
て
も
勢
働
保
件
の
維
持
若
(
は
改
善
を
怨
す
ζ

ご
を
さ
へ
主
目
的
ご
す
る
仁

於

τは
、
同
一
又
は
類
似
の
職
業
又
は
産
業
に
従
事
す
る
峨
労
働
者
で
ゐ
れ
ば
‘
何
人
で
も
努
働
組
合
を
設
立

L
叉

は
之
に
加
入
す
る
を
得
る
わ
付
に
か
ら
、
そ
れ
等
の
労
働
者
は
必
中
雇
仰
労
働
者
で
な
(
て
は
な
・
っ
凶
告
は
な

h
v

。
獅
立
拙
労
働
者
正
い
ヘ
ど
も
、
そ
の
労
働
依
件
ど
見
ら
る
べ
き
も
ゆ
が
ゐ
つ

1
、
之
が
維
持
若
f
は
改
善

ω
潟

に
労
働
組
合
を
治
る
必
要
が
ゐ
っ
た

h
、
又
之
に
加
入
す
る
必
裂
の
あ
っ
た

h
す
る
場
合
に
は
、
組
合
員
ピ
な
る

に
差
支
ゐ
る
わ
り
で
は
な
レ
。
た
iv
賞
際
に
於
て
労
働
保
仲
の
維
持
品
引

f
は
改
善
を

H
的

E
L
て
叫
す
働
組
合
を
治

る
者
は
屍
倣
叫
労
働
者
た
る
場
合
川
崎
も
多
〈
、
従
て
捗
働
組
合
正
い
へ
ば
主
ピ
r
し
て
雇
傭
勢
働
者

ω造
れ
る
組
合
己

い
L
，
】
ご
に
な
る
寸
で
ゐ
る
。

事
れ
ば
漣
に
私
が
本
誌
上
に
も
之
を
論
じ
た
や
う
に
、
我
同
問
現
在
り
小
作
制
度
の
や
う
な
組
紘
の
下
に
於
て

は
、
小
作
人
は
獅
立
に
労
働
を
錯
し
業
務
の
飯
器
を
も
行
つ

τ居
る
も
叫
に
付
れ
y
」、

や
は
り
労
働
殺
打
い
る
本
質

を
具
備
し
て
居
h
・
然
か
も
小
作
料
其
他
小
作
契
約
的
内
袋
を
柏
崎
す
諸
僚
項
中
に
は
、
捗
働
組
合
ゆ
川
的
マ
し
す
る

所
の
労
働
保
件
の
維
封
治
〈
は
改
善
な
L
も
の
、
怠
味
ト
9

る
捗
働
僚
件
た
る
性
質
の
も
の
が
多
分
に
合
ま
れ
て
屑

る

ω
rか
ら
、
彼
等
の
聞
に
浩
ら
れ
る
小
作
人
組
合
は
勢
働
組
合
た
る
佐
賀
の
も
の
た
ら

Y
る
を
待
な
い
次
第

で
、
小
作
人
は
雇
傭
労
働
者
で
は
な
い
け
れ
ど
、

や
は
り
資
質
的
に
は
勢
働
組
合
た
る
も
の
を
作
ら
得
る
こ
ど
に

た
る
。
此
に
州
知
す
る
場
合
は
其
他
に
も
決
L
て
少
(
Z
L
な
い
切
で
あ
ら
う
。

(
第
三
腕
一
-
主
」

時

~ 

掛
制
組
合
正
月
給
取
階
組

第
二
十
二
巷

四
丸
一
車



時

摘

持
働
組
合
と

H
絵
師
胤
階
輯

第
二
十
二
岱

(
第
三
規
一
一
六
)

げ
喝

ι

Z

u--Y 

事
情
斯
(
の
知
〈
な
れ
ば
・
ま

Lτ
雇
傭
労
働
者
た
る
者
に
つ
い
v

亡

ν
へ
ば
、
山
可
も
勢
働
に

4
っ
τ衣
食
す
る

者
で
然
か
も
一
腿
飾
的
関
係
じ
立
つ
者
で
あ
る
限
ら
は
、
立
(
の
地
位
の
如
何
に
拘
ら
子
、
叉
そ
の
職
務
内
如
何
に
拘

ら
宇
‘
労
働
者
正
し
て
労
働
組
合
員
正
な
る
べ
き
場
過
に
ゐ
る
も
の
た
る
は
疑
な
き
所
で
ゐ
る
。
号
れ
が
背
川
一

ω

筋
肉
捗
働
に
従
事
す
る
者
で
ゐ
ら
う
ど
、
又
そ
れ
が
所
説
智
的
妙
働
に
従
謝
す
る
者
で
ゐ
ら
う
ピ
、
そ
ん
な
請
で

一
方
は
捗
働
組
合
員
た
る
ぺ
き
も
の
に
が
、

他
方
は
労
働
組
A
日
貝
た
る
べ
か
ら

3
る
も
の
と
い
ふ
風
に
阪
別
せ
ら

る
ぺ
き
貯
一
向
は
な
い
。

普
泌
ゆ
民
金
は
日
々
の
労
仙
仁
却
す
る
報
酬
苦
し
て
日
々
支
抑
は
れ
た
れ
リ
、
迦
毎
仁
支
搬
は
れ
た
り
、
叉
は
月

毎
に
支
抑
は
れ
た
!
り
す
る
に
反
L
て
、
所
湖
月
給
な
る
も
の
は
氷
鋭
的

ω勤
労
に
到
し
て
其

ω報
酬
が
戒
は
月
給

ご
し
て
或
は
年
俸
正

L
て
定
め
ら
れ
て
居
る
に

L
花
所
が
、
北
{
山
り
府
四
別
た
る
や
、

たい
γ

賃
金
支
州
酬
の
方
法
に
闘
す

る
匝
別
た
る
に
過
ぎ
な

ν
で
、
之
に
依

τ共
の
行
ふ
勢
働
の
上
に
本
質
的
な
一
世
別
が
生
守
る
わ
け
で
も
な
り
れ

ば
、
又
一
方

ω
匝
別
が
他
方
の
医
別
に
封
臆
し
て
居
る
わ
け
で
も
い
拠
ぃ
。
従
て
之
ド
依
て
一
方
を
叫
労
働
者
古
い
び

他
山
』
を
月
給
取
ピ
い
ふ
風
に
凶
別
し
℃
取
汲
ム
に
し
て
も
、
そ
の
日
個
別
は
や
は
り
悦
宜
的
な
甑
別
た
る
い
い
過
ぎ
な

い
で
、
本
質
的
な
悩
別
で
は
な
い
。
又
所
訓
月
給
取
の
潟
す
労
務
は
・
智
的
な
勤
労
で
ゐ

h
、
又
指
導
的
な
お
〈
は

監
品
国
的
な
労
務
で
ゐ
る
に
反
L
て
、
普
通
勢
働
者
の
錯
す
捗
働
は
肉
髄
的
な
崎
常
務
で
、

又
技
術
の
部
分
的
な
賀
行

に
晶
画
る
任
務

L
か
帯
び
E
屑
な
い
ご
い
ふ
所
か
ら
、
闘
部
類
の
人
々
を
階
級
的
に
区
別
し
て
鬼
だ
所
で
、

そ
の
瓜



別
も
亦
ぃ
、
加
減
な
便
宜
的
な
一
肱
別
た
る
以
上
本
質
的
に
相
違
せ
る
も
の
に
繰
る
磁
別
で
は
あ
h
相
官
な
い
。
恥
官
的

持
働
ピ
肉
醐
阻
帥
労
働
ご
は
共
の
同
施
織
に
あ
る
も

ω一
に
就

ν
て
比
駿
す
れ
ば
、

よ
ほ

Y4相
逃
せ
る

h
の
、
や
う
に
も

見
へ
る
り
れ
い
と
、
五
仁
相
近
似
せ
る
も
の
に
就
い
て
見
れ
ば
、
倒
れ
が
何
れ
ご
も
帳
別
仁
蛸
聞
い
の
を
例
ざ
す
る
。

畢
党
そ
的
出
別
は
持
働
な
る
も
り
、
本
質
上
に
於
け
る
悩
別
で
は
な
(
、
同
地
俗
的
な
方
川
出
土
の
悩
別
た
る
に
過
ぎ

‘l
F

、

心

7
1
L
 

そ
れ
に
品
川
は
孜
へ
て
見
れ
ば
現
今
経
約
上
に
於

τ階
級
的
悩
別
山
立
て
ら
れ
る
の
は
、
ぞ
の
従
事
す
る
総
務
上

的
任
務
内
相
注
じ
山
る
よ
り
も
、

そ
叫
所
得

ω
問
料
問
に
山
出
品
悩
別

t
L
一
ー
の
諮
義
の
方
が
強
い
の
で
ゐ
る
。
郎
も

土
地
を
所
有
し
て
地
代
ピ
名
け
ら
れ
る
縦
済
上
定
ま

μι
性
質
を
有

L
従
て
分
配
上
の
一
向
調
立
範
聴
を
錦

t
t
弱

る
所
得
を
獲
る
人
々
が
地
去
の
階
級
を
池

h
‘
資
本
そ
所
有
し
利
子
所
得
に
典
か
る
者
が
資
本
主
階
級
を
形
池

b
、
企
業
zM

部
は
又
利
料
ご
い
ム
特
殊
の
所
得
範
的
に
泌
す
る
枚
入
を
得
る
者
で
あ

h
、
き
う

L
T帥
労
働
を
骨
川
し
て

之
に
針
す
る
悦
酬
ど

L
て
賃
金
ご
名
り
ら
れ
る
分
配
館
山
崎
に
崩
す
る
所
得
を
獲
る
者
一
か
帥
労
働
者
た
ち
そ
れ
等

ω
人

々
で
労
働
階
級
は
出
来
上
が
る
-
次
第
E
あ
る
。
品
取
か
も
そ
の
場
合
に
労
働
ご
い
ふ
は
人
間
仁
固
有
な
る
働
を
俊
弥

し
て
業
務
や
枇
品
目
に
有
胤
な
ニ
ご
を
潟
す
】
』
ピ
を
意
味
す
る
に
外
な
ら
な
い
。
そ
の
働
が
主
ご
し
て
相
官
的
作
刈
に

よ
る
も
の
た
る
ご
肉
他
的
動
作
に
よ
る
も
の
だ
る
正
は
、
勢
働
者
た
る
じ
何
等
の
差
別
企
生
中
る
に
足
る
も
の
で

ない
γ
o
ま
L
τ
そ
の
労
仙
を
対
す
ぷ
仰
が
挺
術
苫
れ
た
る
者
で
め
る
場
合
に
は
、
彼
等
は
た
u
y

彼
等
を
雇
び
た
る
者

信量

諦

務
働
組
合
ι}
月
給
攻
防
赦

第
二
十
一
一
巻

「
第
三
貌
-
-
ヒ
)

四
丸
七
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い布

向
田
働
組
合
と

H
給
取
附
級

協
二
十
二
告

(
部
三
腕
二
入

日
I
L

E
I
ノ

に
射
し
て
、

J

虻
川
川
契
約
上
定
ま
れ
る
川
常
務
十
提
供
す
れ
ば
そ
れ
で
よ

ν
の
で
あ
っ

τ、
そ
の
勢
務
が
智
的
努
務
た

る
ご
肉
帥
問
的
M

常
務
た
る
ご
は
、

之
を
訂
ふ
者
的
一
一
舵
仙
川
労
働
者
正
ー
し
て
山
性
質
を
寸
者
h
融
当
兎
せ

L
め
る
に
足
る
も

り
で
な
い
。

き
れ
ば
要

t
る
に
今
労
働
者
が
そ
の
労
働
依
件
の
維
持
者
〈
は
改
善
的
待
仁
崎
労
働
組
合
を
設
立
す
る
場
合
に
於

て
は
、
所
鵡
月
給
取
附
放
に
泌
す
る
人
々
ピ
雌
も
、
何
等
之
を
池

b
待
日
、
か
ら
ざ
る
理
由
な
(
、
又
之
に
加
入
し

制
時
べ
か
ら
ざ
る
理
山
も
な
い
。
彼
等
自
身
の
聞
に
け
に
労
働
組
合
を
組
織

L
や
'
フ
ピ
、
文
筋
肉
勢
働
者
正
一
緒
に

な
っ
C
之
を
組
糾
L
ゃ
う
ご
、
そ
れ
い
も
凶
よ
り
自
由
た
る
ぺ
き
で
あ
る
o

た
い
若
L
わ
が
拙
労
働
組
合
法
案

ω
如

〈
.
持
働
組
合
的
設
立
に
刷
し

τ、
比
(
の
組
織
を
同
一
一
え
は
類
似
の
職
業
又
は
産
業
に
従
事
す
る
者
が
そ
の
峨
楽

J

又
は

.K業

ω悩
別
に
沿
ム

τ柏
崎
す
べ
き
も

ω
ご
す
る
や
う
な
法
的
制
限
の
設
け
ら
れ
た
る
場
合
に
は
、
モ
的
法
規

仁
煉
る
組
合

f
し
一
ー
は
そ

ω制
限
じ
従
て
組
織
を

L
な
り
品
ば
な
ら
凶
.
仁
り
の
-
』
さ
で
あ
る
。

然
る
に
品
川
ほ
お
に
位
認
す
べ
き
こ
ご
は
、
英
凶
な
ど
に
在
つ
て
は
、

E

智
的
労
働
に
従
引
す
る
者
に

L
て
一
足
仙
3

れ
た
る
者
じ
め
ら

E
る
者
帥
も
所
謝
自
由
峨
楽
に
従
事
す
る
者

ω聞
に
ま
で
、
労
働
組
合
に
準
じ
た
る
組
合
側
結

の
出
来
て
府
ゐ
一
二
」
で
ゐ
る
。
例
へ
は
借
師
の
畑
出
職
業
者
の
聞
に
も
、
我
岡

ω臨
師
舎
な
y
-
Z
は
叉
少

L
阿武な

っ
た
、
職
業
組
合
が
出
来
一
1
厄
品
川
り
で
あ
る
D

此
純
の
組
合
は
泌
加
川
苫
れ
穴
る
者
の
お
る
組
合
ピ
は
多
少
佐
賀
を

異
に
す
る
け
れ
y
」
も
.

や
は
り
診
察
料
其
他
に
閥

L
劫
妙
上
の
傍
件
を
維
持
し
改
善
す
る
こ
ご
を
目
的

z

と
す
る
か



ら
に
は
、
よ
ほ
Y
」
叉
佐
賀
の
同
じ
き
所
も
ゐ

h
、
や
は
b
商
工
業
の
ク
ラ

1
h
y
蓮
や
事
校
数
師
な
H

と
の
組
合
ピ
同

列
に
世
い
て
見
て
も
、
あ
な
が
ち
不
官
の
も
の
で
な
い
。

五

以
上
諭
す
る
所
に
依
て
勢
働
組
合
迩
勤
に
制
す
る
月
給
取
階
級
及
び
之
に
準
す
ぺ
き
智
識
階
殺
の
閥
係
は
.
略

ぼ
明
か
に
し
畑
町
た
ど
倍
す
る
。

古
う
し
て
又
共

ω賞
状
に
つ
い
て
む
傾
向

ω如
何
に
動
さ
つ
、
ゐ
る
か
は
.
附
附
仲
H

窺
ひ
得
た
究
明
酬
で
あ
る
o

然
し
乍
ら
我
闘
は
勿
論
山
一
」
ご
欧
米
諸
闘
に
五
つ
で
も
、
月
給
取
階
級

ω組
合
運
動
は
、

業
必
要
-
と

ν
ふ
こ
ご
よ
h
之
を
鬼
た
る
所
古
賀
際
迩
助
の
有
品
川
さ
を
比
岐
す
れ
ば
、
-
汀
肢
は
ま
だ
遥
か
に
必
要
に

追
随
し
飽
は

F
る
も

ω
あ
h
-
出H
際
運
動
ご

L
て
は
北
川
過
労
働
者
的
迩
動
仁
比

L
大
い
に
後
れ
た
る
を
一
台
み
雑

し、。
惟
ム
に
此
の
賞
備
は
・
従
来
月
給
取
階
放
的
人
々

ω
間
に
階
級
的
意
識
が
不
明
隙
で
ゐ
う
て
、

問
問
憐
附
係
批
判
に

は
労
務
闘
係
上
に
於
り
る
自
分
一
巡
の
異
質
の
地
位
置
心
立
場
ピ
境
地
ど
に
附
す
る
白
貨
の
出
来
上
ら
な
か
っ
た
柏
崎
た

る
に
外
な
ら
向
。
印
も
雌
H

誕
の
勢
働
者
り
聞
に
は
か
な
h
ノ
早
〈
か
ら
共
の
地
位
正
境
過
ご
に
闘
す
る
噴
出
民
の
認
識

が
義
は
れ
、

立
(
の
階
級
的
意
識
も
明
儲
ど
な
っ
て
京
市
た
に
拘
ム
守
、

月
給
取
階
'
級
の
閉
じ
は
、

出
胤
義
の
鋒
働
者
正

L
て
自
分
漣

ω占
h
u
る
地
位
に
気
付
か
す
・

自
分
共
は
持
通
崎
労
働
者
ご
は
別
仰
の
階
絞
に
耐
刷
す
る
も
の
さ
考
へ
、

割長

論

明
働
組
合
と

H
給
制
附
組

第
二
+
ご
容

お
伊
三
枕
一
一
九
)

四
九
九
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員満

捗
働
組
合
と

H
給
取
階
叡

弟
二
十
こ
を

F川
伊
三
挺
一
二

O
)

五
の
り

共
り
枇
品
目
的
地
位
、
b
高
〈
経
済
上
の
カ
も
弼
〈
‘
共
の
利
害
も
同
調
な
れ
る
も
の
ご
い
ふ
や
う
な
、
ぼ
ん
や
h
乍
ら

然
か
も
明
白
慣
的
に
根
強
い
俊
越
戚
が
養
は
れ
て
居
た
の

t
め
る
。
従
て
自
分
共
も
亦
勢
働
者
だ
古
い
ふ
凪
に
考
ヘ

る
ニ
正
は
、
何

rか
自
ら
輯
泌
す
る
も
の
な
る
が
如
ぐ
に
も
忠
は
れ
、
他
人
か
ら
捗
働
者
呼
ば
は
、
り
を
さ
れ
る
正

大
に
之
を
お
る
ピ
い
ふ
風
な
所
も
な
い
で
は
な
か
っ
た
o

き
う
し
て
此
り
優
越
域
の
縛
め
口
普
通
労
働
者
ピ
迩
勤

を
共
に
す
る
を
好
ま
す
、

た
M
Y

に
之
を
好
ま
な
い
ば
か

b
で
な
ぐ
自
分
等
は
そ
り
運
動
に
加
は
る
べ
き
答
の
も
の

で
な
い
ご
信

C
て
庖
た
ほ
な
わ
け
で
あ
っ
た
。

そ
ん
な
風
vh
も
の
だ
か
ら
、
官
会
克
の
大
多
数
や
山
中
校
数
削

ω
如
ノ
¥
庶
接
続
出
山
企
業
に
は
腕
係
な
き
方
面
に

従
胡
す
る
者
は
、
格
別
企
業
家
資
本
主
の
味
方
を
す
る
ピ
い
ふ
わ
り
で
は
な
い
け
れ
い
ど
、
所
説
柑
労
資
闘
係
に
つ
い

τは
局
外
者
で
あ
る
ご
考
へ
、
怖
に
巾
立

ω畑
町
反
金
付
す
る
有
純
で
あ
っ
た
o

さ
う
し
て
碇
接
企
業
に
雇
は
れ
た

る
銀
行
命
u
枇
叫
守
的
月
給
恥
に
至
っ
て
は
、

ζ

れ
よ
ー
り
も

mi片
山
有
力
て
等
ん
企
業
家
資
本
主

ω利
盆
を
代
表
す
る

者
で
め
る
か
に
色
考
へ
、

モ
ω
利
益
を
街
る
を
以

t
任
務
正
信
す
る
品
川
な
所
も
あ
っ
た
o

槌
業
北
(
他
労
働
守
哉
の
一

辿
っ
た
際
な

E
に
は

此
信
念
は
賀
行
上
に
も
或
は
れ
て
、
資
本
家
内
附
畿
に
於
て
仰
さ
之
を
術
る
に
忠
貨
な
る

を
以
て
本
務
ご
す
る
十
フ
な
の
が
、
多
数
の
例
ど
っ
た
の
で
ゐ
る
o

卒
業
に
於

τも
其
の
賀
川
肌
は
伺
よ
hJ
之
を
窺

ひ
得
ら
れ
る
。

兎
も
角
新
鋭
な
質
叫
臥
山
り
め
り
穴
斯
か
ら

普
通
労
働
者
り
側
に
於
て
色
、

月
級
取
附
訟
を
見
る
に
自
己

ω味
方



ご
い
ふ
好
戚
を
以

τす
る
二

Z
少
な
(
、
或
は
資
本
ま
の
代
官
吉
見

共
の
幕
僚
ピ
見
、

少
f
E
も
北
(
の
同
情
者

ピ
見
る
風
で
ゐ
っ
た
ω

従一
1
場
合
に
依
て
は
敵
の
片
制
ご
し

τ之
に
反
政
吉
政
・
む
を
抱
〈
を
も
避
け
難
か
っ
た
。

そ
L
て
慌
に
惟
ふ
に
は
、
月
給
取
其
他
智
識
階
放
に
属
す
る
人
々
は
、
何
時
で
も
資
本
主
契
他
一
般
的
に
機
勢
中
部

の
到
息
ば
か
h
窺
っ
て
庖
て
・
自
主
的
磁
皮
な
(
、
白
鐙
な
〈
節
制
な
き
も
の
で
あ
る
ど
。
省
[
叉
斯
〈
の
如
(

之
を
敵
秘

L
な
い
川
均
A
W
に
は
、
月
給
収
工
卦
他
一
般
に
智
誠
階
級
の
迩
中
は
、
お
に
洞
ケ
峠
を
き
め
込
む
で
庇

τ 

二
重
叫
併
を
抗
す
る
合
以
て
逃
常
ご
す
る
漣
中
に
吉
見
〈
び
っ
て
之
を
艦
旋
す
る
備
な
き
合
得
な
か
っ
た
。

斯
〈
月
給
取
り
側
ぜ
背
泌
労
働
者
の
側
ど
は
・
互
に
般
市
胤

L
合
ふ

ωみ
で
あ
っ

τ、
同
じ
同
地
を
進
む
べ
き
同
行

ご
し
て
手
を
悦
へ
て
相
扶
け
つ
、
茶
道
を
半
世
に
[
民
進
路
を
拓
〈
べ
き
考
は
、
中
々
容
易
に
養
は
れ
難
か
っ
た

の
で
ゐ
る
o

此
山
賀
般
を
皐
せ
し
か
る
に
至
り
穴
る
主
原
凶
は
、
月
給
取
や
北
(
他
一
般
的
に
智
識
階
級
に
胤
寸
土
。

人
々

ω抱
り
る
一
械
の
優
越
戚
に
存
L
、
北

(ω
階
級
的
無
自
先
ピ
、
茸
(
の
異
質
の
地
位
や
境
地
に
封
1
る
認
識
の

飲
如
に
ぶ
し
た
る
を
一
台
み
難
レ
。

り
れ
い
と
も
少

L
立
入
っ
て
考
へ
て
見
れ
ば
、
月
給
取
階
級
仁
於
り
る
か
、
る
低
越
戚
な
る
も
的
は
、
た
い
Y

封
建

思
細
仙
の
泊
四
百
に
件
ム
身
分
川
倒
的
叫
根
協
に
も
な
ら

F
る
根
域
以
外
に
は
、
殆
ん
ド
ζ

何
等

ω紋
様
な
き
も
の
で
あ

る
O
L
か
の
み
な
ら
す
ぬ
も
月
給
取
己
[
て
働
〈
も

ω
た
る
以
上
は
、
英
ゆ
採
用
が
任
命

ω形
式
に
よ
る
の
で
あ

ら
う
ど
、
嚇
託
ピ
レ
ふ
や
う
な
形
式
に
よ
る
の
で
あ
ら
う
正
、
一
経
備
ご
い
ふ
形
式
に
よ
る
の
で
あ
ら
う
ご
、
同
臨
済

民』

箇

捗
働
組
合
と
月
給
取
陪
甑

第
二
十
=
笹

(
第
三
銃
二
二
)

E 
O 



共
同
利
盆
の
精
進
等
の
符
に
勢
働
組

時

論

鋳
働
組
告
企
月
給
取
階
輯

描
二
十
二
審

(
第
三
日
目

一
) 

'ii 
C 

的
は
意
味
か
ら

L
て
率
直
な
詞
で
云
ひ
表
は
せ
ば
何
れ
も
旋
備
た
る
に
外
な
ら
や
、
従
て
共
阿
に
定
ま
っ
て
居
る

柑
E

却
の
保
件
は
つ
ま
・
り
一
加
術
保
件
た
ら
勢
働
保
件
た
る
に
外
な
ら
な
い
で
、

ぞ
の
僚
件
に
従
つ

τ勢
務
を
提
供

L

之
に
謝
し
て
制
酬
を
受

f
る
も
の
で
め
る
。

古
う
し
て
月
給
取
正
雄
も
大
多
数
は
無
産
者
で
ゐ
b
、
労
務
に
依

τ

衣
食
す
る
以
外
に
主
と
し
て
品
川
崎
所
得
に
依
じ
其

ω生
活
を
支
持
す
る
境
地
に
は
底
な
い
も
的
で
ゐ
る
o
郎
、
も
斯

る
が
故
に
無
成
者
階
級
に
泌
す
る
も
的
で
め
る
o

し
て
見
れ
は
同
じ
〈
縦
一
流
者
ピ

L
て
労
務
に
依
て
生
活
合
支
持

L
、
然
か
も
そ
り
労
務
は
自
己
以
外
の
も
の
、
管
理

ι縦
錯
す
る
事
業
か
然

ι
5れ
ば
公
務
に
叫
到
し
て
之
を
潟

L

て
居
る
も

ωた
る
か
ら
に
は
、

そ
の
絞
…
併
上

ω
地
位
ピ
崎
地
一
己
は
、
普
通
の
肉
械
的
勢
川
酬
を
織
す
一
服
飾
妙
働
者
ご

何
等
本
質
的
に
何
時
な
れ
る
も

ωで
な

ν
。
特
に
同
一
企
来

ω下
に
一
艇
は
れ
た
る
月
給
取

ι背
川
崎
骨
仙
者
ど
に
主
つ

τは
、
誰
的
臼
に
も
明
附
な
位
北

(ω
地
位
正
利
窓
口

A

己
の
一
致
せ
る
も
り
で
ゐ
る
o
所
沿
H
A
仕
比
一
級

l

中
}
陥
級
は
民
主
必
昧

に
於
け
る
勢
仙
者
防
総
に
泌
す
る
も

ω印
も
そ
の
小
作
刻
た
る
に
過
U

び
な
い
、
の
で
あ
っ

t
、
主
t
L
τ
一附
4
4
で
以

て
現
附

ω無
産
階
級
は
山
来
上
っ
て
居
る
次
第
一
-
じ
め
る
。

き
れ
ば
現
時
り
総
決
生
活
山
下
に
於
て
、

品
川
辺
り
労
働
者
的
聞
に
北
(
の
勢
働
伐
件
の
緋
持
改
善

ω婚
に
勢
働
組

合

ω
必
要
が
ゐ
今
、

北(他一丸

一
般
的
に
英
的
境
地
の
改
善

h
H日

司

-ι

、ノ
1nu

・4

、

別
主
U
U
H
J

人
口
が
必
要
で
ゐ
る
な
ら
ば
、

月
給
以
山
聞
に
も
組
介
辿
動
以
是
非
必
要
で
ゐ
る
。

而
し
て
そ

μ
は
や
は
り
成
義
的

待
働
組
合
運
動
に
腕
す
る
も
の
で
、

作
品
(
小
の
一
分
仮
正
F

し
て
の
迩
勤
た
る
に
外
な
ら
ぬ
。



此
の
事
情
ピ
必
要
正
は
前
に
遁
べ
た
や
，
ヲ
仁
従
来
ご
か
(
認
知
古
る
、
に
至
ら
十
、

月
給
取
階
級
の
問
に
於
り

る
盗
雌
な
る
向
負
心
が
之
ぞ
妨
げ
て
居
た
の
r
M
Y
、
然
L
近
附
に
至
つ
て
は
、

段
々
に
共
の
認
識
が
出
来
て
古
都

ず
し
、
先
ず
つ
英
獅
仰
等
に
於
て
先
に
示

L
た
や
う
な
迩
励

ω
新
傾
向
が
貨
現
す
る
に
至
っ
た
。

此
的
新
た
な
る
傾
向

は
去
に

一
般
仁
背
及
す
る
迄
に
は
及
し
で
居
な
レ
が
、

欣
で
も
是
の
普
及
の
行
は
る
ぺ
き
は
、

明
か
な
る
弐
第

で
、
其

ω迎
山

μ上
に
諭
す
る
所
に
依
て
否
定
し
雄
主
所
で
め
る
。
従
て
共

ω運
動

μ
川
勢
凶
要
求
J
N
G
[
て
拒
み

雛
吉
所
で
め
る
。
我
凶
に
在
り

τは
普
通
の
労
働
組
合
漣
勤
も
大
い
に
後
れ
℃
居
る
の
に
h
T
b
、
月
給
取

ω
組

合
運
一
湖
に
至
ー
は
夏
仁
後
れ
た
る
を
認
め
ね
ば
な
ら
叫
が
、

そ
れ
で
も
銑
に

S

・M
-
U

・ω仰
さ
凶
臨
も
あ
り
、

叉
側
々
の
方
而
仁
側
々

ω組
合
運
動

ω大
い
に
勃
興
す
ぺ
き
気
勢
は
品
川
T

よ
ほ
ど
糾
問
し
て
来
て
居
る
o

然
ら
ば
今
月
給
取
階
級
の
聞
に
組
令
運
動
が
行
は
れ
る
こ
正
に
な
る
ピ

L
て、

き
て
其
の
如
仙
紙
は
如
何
に
ご
見

る
に
、
そ
れ
に
は
や
は
b
普
地
労
働
者
の
場
合
に
於
け
る
が
如
(
、
職
業
又
は
産
業
の
悩
別
仁
は
拘
泥
す
る
所
な

〈
、
大
同
凶
結
的
に
、
総
組
台
式
り
も
の
正

L
て
組
成
す
る
行
き
方
正
、
同
一
又
は
狐
似
の
峨
業
又
は
産
業
に
於

て
そ
れ

l
¥組
合
を
池
る
行
=
方
正
二
伐
の
カ
訟
が
考
へ
ら
れ
る
。

古
う
し
て
質
際
に
於
て
は
、
運
動
の
鴬
初
に

在
て
は
組
問
結
正
し
て
組
成
す
る
的
が
比
校
的
窓
H
剖
に
行
は
れ
る
方
怯
で
あ
る
が
、
併
[
月
給
取
組
合
が
異
質
に

監
削
で
叉
有
力

ωも
の
ご
な
る
震
に
は
、
同
一
又
は
類
似
の
職
業
又
は
産
業
に
於
て
夫
々
別
仰
の
組
合
の
出
来
る

ツ
レ
』
配
r

・q
A

一
一
小
ン

こ
ご
に
な
ら
ゲ
る
を
得
な
い
で
あ
ら
う
。
却
も
英
国
に
於
て
之
を
見
る
や
う
に
、
普
一
池
山
り
労
働
等
の
職
業
別
組
合

制年

前

捗
働
組
合
と
月
給
取
階
融

第
二
十
二
谷

(
第
一
一
一
娘
三
三
一
)

五
O
一一一



U島

論

捗
働
組
合
と

H
給
取
階
曲

都
二
十
二
往

h
M
K

叩
~
一
一
抗
一
二
凹
)

一
点
。
四

に
則
っ
て
印
刷
八
日
山
組
成
さ
れ
る
の
が
、
掛
町
働
依
件
内
維
持
改
善
を
以
て
主
た
る
円
的
正
治
す
限
。
、
又
之
に
附
け

く
、
又
共
済
施
設
を
す
る
に

L
て
も
、
負
傷
や
淡
泊
や
失
業
な
ど
に
附
す
る
危
険
も
大
館
相
似
た
も
の
で
ゐ
る
か

又
は
成
業
が
同
一
で
ゐ
る
か
又
は
類
似
し
て
日
出
る
か
で
ゐ
れ
ば
、
労
務
仁
閥
す
る
傭
件
も
大
腿
共
通
な
所
が
多

加
へ
て
共
憐
共
他
的
円
的
を
訂
す
る
に

L
て
も
、
共
に
は
す
策
こ
ら
よ
る
を
号
、
，

b

司

2

4

・4
L
1
あ
ら
う
o

何
廿
な
れ
ば
峨
業

H
押い
hr
ら。

ら
o

そ
れ
に
又
組
合
員

ω
数
十
討
を
掛
川
す
に
つ
い
ー
も
技
術
其
他
に
闘
し
共
辿
な
も
り
が
多
〈
て
並
(
の
品
川
県
を
血
中
げ

併
{
新
〈

ω如
〈
に

L
て
職
業
又
は
産
業
り
凶
別
仁
約

ο各
方
面
に
加
倒
立
に
月
給
取
組
合
が
組
成
古
れ
る
こ
ど

~
~
h
n
a
H山
ザ
J

晶、

i
;
i
i
 
今
度
は
叉
そ
れ
等
各
方
一
向
に
於
1
各
単
位
組
合
を
合

Lτ
大
き
〈
之
を
料
会
す
る
聯
合
合
が
組
織
せ

ら
れ
・
又
一
見
じ
は
会
凶
山
刊
に
於
け
る
多
数
物
合
曾
を
総
括
す
べ
き
中
央
聯
絡
内
機
関
を
設
〈
る
こ
ど
も
必
要
に
な

!、

I

i

，
E
-
}

-hJ

モ
引
笥
U-
こ
ピ
は
す
べ
工
や
は
り
普
通

ω労
働
組
令
に
於
り
る
ピ
相
似
た
る
も
り
で
あ
る
外
は
な
く
、

又
斯

〈

ω一
如
く
に
な
る
の
が
辿
絡
組
織
古
し
て
は
故
も
挫
附
で
又
有
力

ωも
ω
で
ゐ
ら
う
。

苫
う

tτ
此
等
的
臨
明
会
古

む
た
る
組
合
は
認
に

χ
北日

F

辿
捗
働
者

ω組
合
ご
輸
血
士
論
ず
る
必
要
が
め
る
か
ら
、

或
は
臨
明
会
曾
同
士
の
間
に
於

τ制
柳
川
岨
ず
る
か
、

然一

b
yれ
ば
金
川
間
的
な
る
中
央
機
闘
争
」
共
同
に
す
る
か
、

何
れ
か
の
道
じ
依
て
右
放
な
る
連
合

を
錯
す
べ
き
も
ゆ
ピ
す
る
。
英
同
聞
に
在
つ
て
は
前
に
一
言
L
た
や
う
に
吋
E
且

E
C
E
s
n
o口
四
国
切
に
月
給
取
組

合
の
錦
の
一
部
局
が
設
げ
ら
れ
て
居
る
。



六

以
上
論
宇
る
所
に
依
て
私
は
月
給
取
階
紋
の
聞
に
普
通
労
働
者
同
保
に
組
合
運
動
の
必
要
な
る
こ
ご
、
、
又
ヲ
炉
、

の
運
動
の
起
る
べ
き
時
同
然
性
己
に
つ
い
て
論

ι、
従
来
の
欣
況
が
制
捜
化
し
て
返
時
に
於
て
は
其
の
運
動
の
質
問
引
を

見
る
に
至
っ
た
こ
芭
を
も
示
し
た
が
、
こ
の
運
動
の
必
要
は
又
之
を
巾
等
階
級
問
題
の
上
か
ら
考
へ
ら
れ
る
弐
第

に
か
ら
・
段
後
じ
飾
車
に
北
の
方
面
よ
b
の
観
察
を
添
へ
て
置
き
た
い
己
思
ふ
。

現
今
昔
過
に
中
等
階
級
ご
い
は
れ
る
も
の
、
中
に
は
、
手
工
業
者
や
中
小
商
人
や
自
作
農
業
者
の
如
き
古
(
か

ら
存
在
す
る
部
類
の
も
の
亡
、
近
時
新
た
に
俊
生
し
若
(
は
増
加
す
る
に
至
h
た
る
宵
瓜
両
市
民
や
胸
中
校
教
師
や
銀
行

曾
一
耽
等

ω月
給
取
や
乃
宝
は
姉
護
士
幽
閉
師
等
の
自
由
職
業
者
ゃ
か
ら
成
立
つ
・
時
類
ど
が
あ
る
。
前
者
は
之
を
宮
中

等
情
荻
Z
呼
ぴ
後
者
は
之
を
新
中
等
階
級
ご
名
け
て
差
支
な
い
で
あ
ら
う
。
然
る
に
近
時
の
蚊
勢
に
於
て
は
布
等

の
う
ち
欝
中
等
階
級

ω方
面
は
資
本
主
義
の
融
官
民
正
共
に
段
々
に
其
敷
金
減

ι従
τ枇
曾
上

ω質
カ
を
も
失
っ

て
、
其
の
部
類
に
嵐
す
る
人
々
は
資
本
的
な
る
業
務

ω競
m
T
英
仙
一
般
的
に
資
本
主
義

ω腿
迫
の
柏
崎
仁
、
漸
衣
並
(

の
経
協
胴
上
に
於
け
る
掴
判
立
の
地
伎
を
失
っ
て
、
立
(
凶
，
svf体
仁
於
て
中
等
階
級
浪
曲
惜
の
勢
を
著
明
に
表
は
し
っ
、
ゐ

る
。
之
に
反
し
て
新
中
等
階
級
正
見
ら
れ
る
部
獄
は
資
本
主
義
の
馳
棋
連
に
依
て
盆
2
英
政
を
増
し
、
新
た
に
北
百
峨

ご
地
位
子
宮
畑
町
て
此
の
部
類
に
仲
閑
入
・
り
を
す
る
人
々
が
増
加
し
て
止
ま
ざ
る
有
慌
に
み
る
o

こ
の
意
味
に
於
て

は
中
等
階
級
は
却
っ
て
盆
1
繁
品
す
る
妹
況
を
呈
し
て
居
る
o

時

論

捗
働
組
合
と
月
給
嵐
階
紐

事
ユ
十
一
五
官
「
Am-
一一蹴

主
命 】

五
C
五



U~'で

6命

捗
働
組
合

tdH給
取
階
組

弟
二

1
二
各

(
第
三
掛
一
二
」
ハ
)

E
O
六

然
る
に
A
1
』
山
岡
部
刻
に
つ
い
て
鬼
れ
ば
、

醤
巾
等
階
絞
は
北
日
の
生
活
上
に
於
け
る
枇
命
目
的
地
位
一
か
巾
等
位
に

在
る
ご
同
時
に
小
な
'QJ

ピ
雄
も
資
本
を
所
有
し
、
叉
自
己
澗
立

ω拙
労
働
を
行
っ
て
、

之
に
依
て
獅
立

ω
事
業
を
経

倍
す
る
者
で
ゐ
b
、
縦
協
同
上
に
湖
立
り
地
歩
を
占
的
、
中
等
階
級
で
あ
る
ご
同
時
に
所
説
巾
産
階
級
で
あ
る
の
然

る
に
新
中
等
階
級
は
そ
の
生
活

ω地
伎
は
枇
自
の
中
流
に
在
h
ご
い
は
れ
る
け
れ
ど
・
少
放
な
る
自
由
峨
染
者
を

除
い

τは
、
他
は
皆
給
料
取
で
ゐ
っ
て
、
前
に
も
一
不

L
た
や
う
に
無
産
者
た
る
を
以
て
大
多
数
ご
し
、
少
〈
さ
も

経
路
上
に
は
綱
立

ω地
歩
を
有
せ
す
、
他
に
従
崩
せ
る
地
位
に
在
る
0
3
れ
ば
新
中
挫
す
階
級
は
之
官
呼
ぶ
に
中
産

階
級
を
以

τず
る
は
嘗
ら
守
、
中
等
階
級
正
い
ふ
-
」
さ
は
許
き
れ
る
に

L
て
も
、
銀
東
階
絞
た
る
を
一
台
み
難
い
。

き
れ
い
ば
今
同

ι中
等
階
級
り
中
に
在
っ
て
も
、
信
巾
等
階
級
が
断
次
段
落
し
て
新
中
等
階
却
酬
が
之
に
代
は
・
0
一、

現
今
中
等
階
絞
り
内
容
が
斯
〈
の
如
〈
に
し
て
交
替
苫
れ
つ
、
あ
ち
と
せ
ば
、
枇
曾

ω大
多
数
者
が
紘
一
産
者
化
ず

る
叫
恥
品
却
は
、
此

ω事
情
山
り
矯
め
に
助
長
ゼ
ら
れ
は
す
る
が
、
決

Lτ
緩
和
せ
ら
れ
る
守
」
ど
な
〈
、
中
等
階
級
以
小

産
階
・
減
、
己
-[Jι
有
逝
階
級
己
無
産
階
級
ど
の
継
ぎ
合
せ
を
柏
崎
す
資
質
を
愉
へ

Y
る
も
り
に
な
っ

τ

[
ま
は
-
フ
ピ

L

て
居
る
。

此

ω
批
勢
か
ら

L
τ
中
等
階
級
附
題
を
見
れ
ば
、
新
中
等
階
級
に
閲
す
る
側

ω問
題
は
、
貨
は
紙
斑
階
級
に
閥

す
る
問
題
た
る
に
外
な
ら
な
い
で
、
中
等
階
級
問
題
正

L
て
の
獅
立
の
意
識
を
有
L
得
F
る
次
第
で
あ
る
。
郎
も

中
等
階
'
減
問
題
正
い
へ
ば
そ

μ
は
や
は
b
何
世
出
ま
で
も
小
出
風
間
印
刷
に
闘
す
る
問
題
で
ゐ
つ

τ、
自
作
農
民
千
手
工

業
者
や
中
小
前
人
に
仰
す
る
問
題
た
ら

F
る
を
得
な
レ
。
そ
[
て
そ
れ
は
言
ふ
迄
も
な
〈
此
等
の
人
々
の
枇
合
的



拘
は
落
ご
経
協
同
的
失
脚
の
事
買
を
如
何
に
観
る
べ
告
か
、
金
れ
は
欣
任

L
て
然
る
で
苫
も
の
な
る
か
、
そ
れ
ご
ち
共
の

波
落
を
防
向
、
?
苫
施
設
を
錯
し
政
策
を
行
ふ
べ
き
も

ωな
る
か
、
そ
が
枇
曾
生
活
上
特
に
経
済
関
係
上
に
有
す
る

意
義
知
何
等
り
'
』
子
炉
、
講
究
す
べ
き
問
題
ご

L
て
共

ω問
題
は
存
在
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
ゐ
る
o

従
て
新
中
等
階
級
に
胸
す
る
問
題
は
問
題
の
異
質
意
義
よ
h
す
れ
ば
、
之
を
中
産
階
放
問
題
h
r
p
b
切
離
し
て
悦

は
ね
ば
な
ら
泊
。
而

L
て
之
を
切
雌
ぜ
ば
そ
れ
は
労
働
者
問
題
己
共
に
之
ご
併
せ
て
無
産
階
級
問
題
ご
し

τの
取

援
を
受
け
る
こ
正
、
な
る
外
は
な
い
の
で
ゐ
る
。
然
か
も
前
に
之
を
仙
略
述
し
た
や
-3
に
新
中
等
階
級
に
泌
す
る
人

々
は
少
数
な
る
白
向
峨
業
者
を
除
り
ば
他
は
皆
給
料
を
得
て
衣
食
す
る
一
境
過
に
居
h
、
出
周
義
り
勢
働
者
中
に
包
合

さ
る
ぺ
き
も

ω
で
ゐ
・
り
さ
す
る
な
ら
ば
、
此
等
に
仰
す
る
問
題
は
ど
う

L
て
も
寛
賞
上
労
働
問
題
中
的
問
題
た
ら

3
る
を
得
な
い

ωで
ゐ
る
。
之
を
労
働
問
題
ご

L
て
鬼
る
に
於

τ初
め

1
t
(
の
真
意
義
は
後
州
3
れ
得
る
次
鈍
で

ゑ
U
e
Q

。

川
本

L
て
斯
く
の
如

f
な・
9
E
せ
ば
‘
所
論
新
中
等
階
級
に
脱
す
る
人
々
の
如
き
は
、
た
b
v

徒
ら
な
る
中
等
階
絞

ど
い
ふ
名
に
摘
は
れ
る
こ

E
な
(
、
其

ω資
質
よ
ム
リ
見
た
る
無
産
附
級
ピ

L
て
の
意
識
を
明
騰
に

t
て
、
然
炉
も

労
働
者
ピ
し
ー
の
地
位
£
桃
山
唱
と
を
訟
誠
L
て
、
其
の
地
位
の
向
上
ピ
一
現
地
の
改
善
ご
を
闘
る
ぺ
言
自
助
運
動
を

対
す
こ
E
は
、
質
に
謎
〈
べ
か
ら

F
る
所
ご

L
な
け
れ
ば
な
ら
旧
制
。
従
来
た
い
従
ら
に
中
等
階
級

ω
名
に
溺
れ

ー
、
皮
相
的
に
生
活
上
に
於
け
る
批
品
目
的
地
位
の
中
流
な
る
ミ
ご
を
の
み
見
て
、
帥
労
働
者
階
級
E
畏
れ
る
階
級
を

骨
岬
せ
る
も
の
な
る
が
如
(
に
考
へ
、

特
に
は
労
働
者
階
級

4
b
も
一
層
上
等
り
階
級
を
忽
せ
る
も
の
ご
考
へ
た

時

諭

捗
働
組
合
と

H
給
収
階
叡

第
二
十
二
審

へ
晶
一
一
一
腕
一
一
一
七
)

五
O
七
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時

論

勢
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組
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主
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給
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階
級

第
二
十
二
審

(
第
三
腕
一
二

λ
)

五

O
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E
が
、
前
鵡
ふ
如
〈
立
(
の
階
統
的
な
運
動
に
於
て
後
れ
を
取
っ
た
所
以
な
れ
ば
、
今
日
正
な
っ
て
は
、
よ
〈
々
々

物
の
具
相
を
回
且

τ、
然
炉
色
白
兵
剣
に
自
分
共

ωこ
ご
を
考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
わ
け
で
あ
る
。

此

ω
意
味
に
於
て
も
・
月
給
取
階
級
の
組
合
運
動
は
そ
の
白
肌
運
動
己

L
τ
現
今
最
も
意
義
傑
長
な
る
も
の
た

ら
F
る
を
得
な
い
o

そ
の
盛
岡
に
し
て
急
速
な
る
畿
日
止
は
底
〈
之
を
捗
働
問
題
解
決
の
上
よ
h
見
て
、
叉
氏
〈
之

を
無
産
者
階
級
運
動

ω目
的
述
成

ω上
よ
ム
リ
見
て
、
向
に
叩
一
ま

L
き
こ
ご
た
る
ば
か

h
で
な
〈
.
必
要
依
戸
、
ぺ
か

ら
r
d

る
所
で
あ
る
o

之
に
よ
っ
て
狭
義
の
勢
働
運
動
も
力
を
得
、
叉
そ
の
日
的
に
向
っ
て
道
を
切
h
聞
き
て
迩
か

一
般
紙
産
階
放
迩
動
は
之
仁
依
て
初
め
て
北

(ω
陣
容
が
盤
ふ
ζ

ご
、
な
h
、
賞

カ
も
備
は
る
こ
正
、
な
る
。
要
す
る
に
問
題
は
全
部
的
に
解
決
苫
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
運
動
も
杢
部
的
に
行
は
れ
ね

に
進
み
行
(
を
得
る
ご
同
時
に
、

ば
な
ら
ぬ
o

そ
の
内
部
に
於
て
普
泌
叫
労
働
者
正
月
給
収
ピ
の
聞
に
禍
渠
が
ゐ
っ
た

b
・
特
に
は
互
に
冷
眼
訓
叫
し
、

甚
し
き
に
宝
つ

τは
相
敵
刷
す
る
や
う
な
こ
正
で
は
、
大
局
的
な
展
開
は
出
来
難
い
V

O

兄
弟
の
如
〈
手
を
携
へ
て

進
み
、
僚
次

ω
如
〈
相
扶
け
て
滋
の
匁
め
に
謹
さ
な
け
れ
ば
な
ら
泊
り
で
あ
る
。

我
が
労
働
組
合
法
案

ω解
蒋
の
下
に
於
て
も
、
月
給
取
の
聞
に
労
働
組
合
の
出
来
る
を
妨
や
る
所
の
も

ωは
な

得
な
い
。
問
題
の
根
本
解
決
を
錯
す
も
り
は
、
た
ャ
制
h
月
給
取
階
村
松

ぃ
。
法
案
に
謂
ふ
所
の
祭
働
者
の
怠
味
を
筋
肉
労
働
者
に
限
る
べ
き
理
由
も
な
り
れ
ば
、
何
等
の
権
力
が
然
か
(

限
定
す
吋

L
Z錯
す
笹
も
な
い
。
者
L
強
い
て
斯
〈
の
如
〈
解
醐
押
せ
ん
正
す
る
者
あ
ら
ば
、
事
理
を
刷
併
せ
r
d

る
の

甚
し
き
も
の
で
あ
る
。

附
勢
を
見
る
の
明
な
き
も
の
で
あ
る
o

併
し
法
文
の
解
蒋
は
第
二
次
的
の
怠
義
し
か
有
L


